
突然お手紙を差し上げます失礼をお許しください。

私は、株式会社KUMA’S FACTORY（クマズファクトリー）の小野孝一と申します。

 

簡単ながらも御挨拶をさせていただきますと、弊社は幼児・児童出版イラスト、壁面造形・絵画等を制作する創作会社でございます。

具体的な作品例で申し上げますと、今現在全国発売しております「年末ジャンボ宝くじ」のイラストは、弊社の作品が採用されており

ます。他、全国くじは、これまで計六回の採用歴があり、全てのジャンボくじ（サマー・オータム・グリーン・ドリーム・年末）のイラスト採

用を弊社の作家が勝ち取っております。また、絵画につきましては、某企業様のご協力のもと、五百を超える童画を今なお、全国の保

育園、幼稚園にご納品させていただいております。

長くなりましたが、突然のお手紙を書かせていただきましたのには創作会社経営の他、私は今年の春まで、中央美術学園イラスト講

師を二十数年務めておりましたが、そこである”違和感”を感じたことがこの度の経緯でございます。

それは・・・「社会生活出来ている卒業生がほとんど居ない」「プロとして社会人としての作り手が少ない」と。

なぜなのか・・・？「アーティスト」と、呼ばれる業界である以上、「夢追い人」になることも必要なモチベーションながらも、職業アーティ

ストなる為の心構えや、社会で価値を得る術を伝え、教える為の時間が不十分だからと考えております。

事実、少なくとも私が携わった二十数年の講師の現場において、出てくるキーワードは、「個性」「表現」「技」等ばかりのモノで、生徒達

は、これらばかりを追い求める方向に傾いてしまい、”作品を商品に転換する方法”を持たずして卒業を迎え、社会で”迷う”結果が多く

”アーティスとへの憧れ”、”業界や作品の思い込み”、”己の可能性の決めつけ”＝「夢」だけが先行しがちです。

弊社の作家も初めは「夢」や「憧れ」が先行しておりましたが、その夢を”社会で叶える為の最善の方法”を考えさせ、夢と現実を両立し

三名の作家と一人のクリエイティブディレクターと、私と小規模ながらも、全ての作家がレギュラーを持ち、全国宝くじ全て採用、童画

の委託販売、セミナー講師等を、多くの企業様のご協力のもと、今も経験を積ませていただいております。

この度は、貴重なお時間の中、突然の長文のお手紙失礼致しました。

改めまして、私どもは一人でも多くの「社会で生き抜くプロの作家」を、もっと生み出したいとの考えを持っております。

皆様のご記憶の片隅に入れていただき、またお力になれればと思っております。
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